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取締役社長

経営資源革新本部　理財センタ長 TEL(075)344-7070

(百万円未満四捨五入)

１.　平成20年３月期第３四半期の連結業績（平成19年４月１日～平成19年12月31日）

（１）連結経営成績 （％表示は対前年同四半期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

百万円 ％ 円 銭 円 銭

（注）米国財務会計基準審議会（ＦＡＳＢ）基準書第144号「長期性資産の減損又は処分の会計処理」の規定に基づき、当

　　 第１四半期に非継続となった事業に関して、平成19年３月期および平成19年３月期第３四半期の数値を組替えて表

　　 示しています。

（２）連結財政状態

百万円 百万円 ％ 円 銭

（注）米国会計基準に従い、純資産、自己資本比率および１株当たり純資産は資本の部合計を用いて算定しています。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

百万円 百万円 百万円 百万円
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　 43,193 5.5 △ 7.8　 44,061

継 続 事 業
税 引 前 純 利 益

現金及び現金同等物

基 本 的 １ 株 当 た り
四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

希 薄 化 後 １ 株 当 た り
四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

4.3　 40,952 △ 4.3

　 64,279　 62,046

　 47,811
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２.　配当の状況

円 　銭 円 　銭 円 　銭

（注）20年３月期（予想）　期末配当金の内訳　普通配当20円00銭　記念配当５円00銭

３.　平成20年３月期の連結業績予想（平成19年４月１日 ～ 平成20年３月31日）【参考】

(％表示は対前期増減率)

百万円   　％ 百万円   　％ 百万円   　％ 百万円   　％ 円　  銭

上記業績予想に関する事項は、添付資料の９ページを参照してください。

４.　その他

　(１)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　　:　無

　(２)会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無　　　:　有

　(３)最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　:　無

　(４)営業利益の表示について

　　　連結損益計算書における「営業利益」は、「売上総利益」から「販売費及び一般管理費」、「試験研究開発費」

　　　を控除したものを表示しています。

[（注）詳細は、10ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。]

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（注）添付資料において、事業の種類別ｾｸﾞﾒﾝﾄの名称は次のとおり略して記載しています。

　ＩＡＢ： ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙｵｰﾄﾒｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ

　ＥＣＢ： ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ

　ＡＥＣ： ｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞｴﾚｸﾄﾛﾆｯｸｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ

　ＳＳＢ： ｿｰｼｱﾙｼｽﾃﾑｽﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ（ｿｰｼｱﾙｼｽﾃﾑｽﾞ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ&ｻｰﾋﾞｽ・ﾋﾞｼﾞﾈｽｶﾝﾊﾟﾆｰなどが含まれます。）

　ＨＣＢ： ﾍﾙｽｹｱﾋﾞｼﾞﾈｽ(ｵﾑﾛﾝﾍﾙｽｹｱ㈱などが含まれます。）

　その他： 事業開発本部およびその他の部門

２．平成20年１月30日開催の取締役会において、会社法の規定に基づき、自己株式を取得することを決議しました。

　　（平成20年１月30日公表の「自己株式の取得に関するお知らせ」をご参照ください。）

　　なお、「３．平成20年３月期の連結業績予想」の基本的１株当たり当期純利益は、当該自己株式取得の影響を考慮

　　要因はこれらに限定されるものではありません。

42 00 20年３月期（予想） 25 00

00 34 00
 20年３月期（実績） 17 00

　　しています。

１株当たり配当金

中間期末 期末 年間

 19年３月期 15 00 19

変動、（ⅴ）他社との提携・協力関係、（ⅵ）為替・株式市場の動向などがあります。なお、業績に影響を与える

基本的１株当たり

当 期 純 利 益
当期純利益

9.7 184 08

売上高 営業利益
継 続 事 業
税 引 前 純 利 益

42,000通　　期 775,000 7.1 65,000

（基準日）

スに対する需要動向、（ⅲ）新技術開発・新商品開発における当社グループの能力、（ⅳ）資金調達環境の大幅な

１．通期の業績見通しにつきましては、添付資料の９ページのとおり平成19年10月30日発表の数値から変更していま

す。業績予想などは、当社が現時点で入手可能な情報と、合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績等はさまざまな要因により、これら見通しとは大きく異なることがありえます。実際の業績等に影響を

与えうる重要な要因には、（ⅰ）当社の事業領域を取り巻く日本および海外の経済情勢、（ⅱ）当社製品・サービ

4.8 66,500 3.5

　－2－
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（添付資料）
平成20年３月期第３四半期　連結業績概要

１．連　結　業　績　[米 国 会 計 基 準]
第 ３ 四 半 期 通 期

平成19年３月期
第３四半期

平成20年３月期
第３四半期

（前年同期比） 平成19年３月期
平成20年３月期

予想
（前期比）

売 上 高 百万円 510,781 557,790 (109.2%) 723,866 775,000 (107.1%)

営 業 利 益 百万円 40,952 43,193 (105.5%) 62,046 65,000 (104.8%)

（率） （％） (8.0%) (7.7%) (△0.3P) (8.6%) (8.4%) (△0.2P)

継続事業税引前純利益 百万円 47,811 44,061 (92.2%) 64,279 66,500 (103.5%)

（率） （％） (9.4%) (7.9%) (△1.5P) (8.9%) (8.6%) (△0.3P)

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益 百万円 27,372 29,214 (106.7%) 38,280 42,000 (109.7%)

基 本 的 １ 株 当 た り
四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

円  銭    117円72銭 　 127円46銭 ＋9円74銭    164円96銭    184円08銭 ＋19円12銭

希 薄 化 後 １ 株 当 た り
四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

円  銭    117円65銭    127円40銭 ＋9円75銭    164円85銭

自 己 資 本
当 期 純 利 益 率

（％） 10.3% 10.9% (＋0.6P)

総 資 産 百万円 624,118 634,638 (101.7%) 630,337

純 資 産 百万円 373,810 399,748 (106.9%) 382,822

( 自 己 資 本 比 率 ) （％） (59.9%) (63.0%) (＋3.1P) (60.7%)

１ 株 当 た り 純 資 産 円  銭  1,621円75銭  1,755円73銭 ＋133円98銭  1,660円68銭

営 業 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

百万円 10,219 40,727 (＋30,508) 40,539

投 資 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

百万円 △34,069 △27,147 (＋ 6,922) △47,075

財 務 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

百万円 21,896 △19,142 (△41,038) △ 4,697

現 金 及 び 現 金 同 等 物
四 半 期 末 ( 期 末 ) 残 高

百万円 51,011 38,440 (△12,571) 42,995

　　　　　数値を組替えて表示しています。

　　　４．平成19年３月期第３四半期および平成19年３月期には、退職給付信託設定益10,141百万円および当社東京本社土地・建物売却損

　　　　　5,915百万円を含みます。

　　　５．ＦＡＳＢ基準書第144号「長期性資産の減損又は処分の会計処理」の規定に基づき、当第１四半期に非継続となった事業（従前、

　　　　　その他の事業セグメントに含めていたエンタテインメント事業）に関して、平成19年３月期および平成19年３月期第３四半期の

　　　２．連結子会社数は164社、持分法適用関連会社数は19社です。

　　　３．米国会計基準に従い、自己資本当期純利益率、純資産、自己資本比率および１株当たり純資産は資本の部合計を用いて算定して

　　　　　います。

（注）１．当社は、次年度からの四半期レビュー制度の施行に備え、当第３四半期は監査法人トーマツと協議して、財務諸表を作成してい

　　　　　ます。なお、制度施行前であるため同監査法人は意見表明を行っていません。
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（添付資料）

２．連結セグメント別売上高 （単位：億円）

国 内 1,031 1,049 101.7%
ＩＡＢ 海 外 1,192 1,381 115.9%

計 2,223 2,430 109.3%
国 内 433 475 109.6%

ＥＣＢ 海 外 579 703 121.4%
計 1,012 1,178 116.4%

国 内 208 205 98.6%
ＡＥＣ 海 外 465 600 129.1%

計 673 805 119.7%
国 内 592 496 83.8%

ＳＳＢ 海 外 15 28 194.1%
計 607 524 86.4%

国 内 249 260 104.5%
ＨＣＢ 海 外 234 265 113.1%

計 483 525 108.7%
国 内 109 115 105.3%

その他 海 外 1 1 79.4%
計 110 116 104.9%

国 内 2,622 2,600 99.1%
合  計 海 外 2,486 2,978 119.8%

(海外比率)

計 5,108 5,578 109.2%

期中平均レート （１外貨当たり　円）

ＵＳＤ 116.3 117.2
ＥＵＲ 148.2 162.9

(＋0.9)
(＋14.7)

前年同期比

平成20年３月期
第３四半期

前年同期比

(＋4.7P)(53.4%)

平成19年３月期
第３四半期

平成20年３月期
第３四半期

平成19年３月期
第３四半期

(48.7%)

（注）ＦＡＳＢ基準書第144号「長期性資産の減損又は処分の会計処理」の規定に基づき、

　　　当第１四半期に非継続となった事業に関して、平成19年３月期第３四半期の数値を

　　　組替えて表示しています。
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（添付資料）

３．連結セグメント別売上高予想 （単位：億円）

国 内 1,408 1,460 103.7%
ＩＡＢ 海 外 1,648 1,860 112.9%

計 3,056 3,320 108.7%
国 内 588 620 105.5%

ＥＣＢ 海 外 796 960 120.6%
計 1,384 1,580 114.2%

国 内 261 295 113.1%
ＡＥＣ 海 外 672 785 116.7%

計 933 1,080 115.7%
国 内 1,018 840 82.5%

ＳＳＢ 海 外 41 30 72.8%
計 1,059 870 82.1%

国 内 328 375 114.2%
ＨＣＢ 海 外 329 360 109.4%

計 657 735 111.8%
国 内 149 160 107.8%

その他 海 外 1 5 454.5%
計 150 165 110.3%

国 内 3,752 3,750 100.0%
合  計 海 外 3,487 4,000 114.7%

(海外比率)

計 7,239 7,750 107.1%

期中平均レート （１外貨当たり　円）

ＵＳＤ 117.0 115.6
ＥＵＲ 150.3 161.1 (＋10.8)

(51.6%)(48.2%) (＋3.4P)

(△1.4)

（注）ＦＡＳＢ基準書第144号「長期性資産の減損又は処分の会計処理」の規定に基づき、

　　　当第１四半期に非継続となった事業に関して、平成19年３月期の数値を組替えて表

平成19年３月期 前期比

平成19年３月期 前期比

平成20年３月期
予想

平成20年３月期
予想

　　　示しています。
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

○全般的概況 

当第３四半期（平成 19 年４月～12 月）の経済情勢を概観しますと、原油価格の高騰や原材料

価格の高止まりに加え、米国サブプライムローン問題が各国金融市場に影響を与えるなど、世界

経済は不安定要素を増しましたが、全体としては堅調に推移しました。米国経済は住宅投資の減

少に加え、エネルギー価格の高騰が影響し、個人消費は足踏み状況となりました。一方、欧州、

東南アジア経済は減速が見られるものの総じて景気拡大が続きました。また、中国経済について

は引き続き拡大基調で推移しました。わが国経済は好調な企業収益を背景として、公共投資が低

調に推移しているものの設備投資全体としては堅調で、個人消費も底堅く推移しました。 

当社グループの関連市場では、半導体・電子部品業界等の設備投資が前年同期に比べ弱含みで

推移しましたが、当社グループの主力商品であるＦＡ用制御機器は総じて底堅く推移しました。

また、車載電装機器についても引き続きカーエレクトロニクスへのニーズが高く拡大が続きまし

た。 

このような環境のなか、当社グループは、年度方針を「ＧＤ2010（※１）の第２ステージ ゴ

ールへ収益最注力」とし、不断の構造改革に努めると共に、次年度からスタートするＧＤ2010 第

３ステージの経営計画において「事業価値（※２）の年平均 10％以上向上」を中期目標に掲げま

した。今後「安心・安全、健康、環境」に着目し、ソーシャルニーズを創造する新規事業の創出

と拡大に取り組みます。 

当社グループの当第３四半期の売上高は為替の円安効果と買収効果も寄与し、5,577 億 90 百万

円（前年同期比 9.2％増）となりました。 

また、当第３四半期の利益につきましては、主に売上高の増加により営業利益は 431 億 93 百

万円（前年同期比 5.5％増）、継続事業税引前純利益（※３）は投資有価証券売却益の計上など

により 440 億 61 百万円（前年同期比 7.8％減）となりました。なお、前年同期においては退職給

付信託設定益および当社東京本社土地・建物売却損を計上しております。四半期純利益は事業譲

渡益の計上などにより 292 億 14 百万円（前年同期比 6.7％増）となりました。 

 

（※１）ＧＤ2010 とは、2001 年度より 2010 年度までの 10 年間を対象としたグループ経営施策

の基本方針「グランドデザイン 2010」を指します。ＧＤ2010 は「企業は社会の公器であ

る」という当社の基本理念のもと、「企業価値の長期的最大化」を通じて 21 世紀企業の

創造を目指しています。 

    なお、当社はこの 10 年間を３つのステージに分け、当期は第２ステージ（2004 年度～

2007 年度）の最終年度に当たります。また、第３ステージ（2008 年度～2010 年度）にお

ける経営計画につきましては、本年１月 10 日に公表しています。 

（※２）事業価値とは、各事業が将来に生み出すフリーキャッシュ・フローの現在価値の合計値

を指します。 

（※３）ＦＡＳＢ基準書第 144 号「長期性資産の減損又は処分の会計処理」の規定に基づき、当

第１四半期に非継続となった事業に関して、平成 19 年３月期および平成 19 年３月期第３

四半期の数値を組替えて表示しています。 
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○セグメント別の状況 

ＩＡＢ 

国内においては、製造業の設備投資は全体として底堅く推移したものの、半導体・電子部品関

連客先の伸びが前年同期に比べ減速し、またＦＰＤ（フラット・パネル・ディスプレイ）業界に

おける設備投資が減少した影響を受けました。一方、「品質」「安全」を中心としたアプリケーシ

ョン事業の拡大に向け、当期より営業体制の強化を図っており、その効果が現れ始めています。

さらに、６月末に株式の 95％を取得しましたレーザーフロントテクノロジーズ株式会社（現オム

ロンレーザーフロント株式会社）の売上高が、７月度より当セグメントの国内売上高に寄与して

います。 

海外においては、欧州の堅調な景気拡大を背景に、特にプログラマブル・コントローラ、モー

ション・コントローラ、画像センサなどの需要が拡大しました。北米では石油・ガス関連事業向

け制御関連機器が好調を持続し売上高を伸ばしました。中国においても、営業力強化および新商

品投入に注力したことなどにより、プログラマブル・コントローラや基板検査装置などが好調に

推移し、売上高を伸ばしました。 

この結果、当セグメント合計の当第３四半期の売上高は、2,429 億 48 百万円（前年同期比 9.3％

増）となりました。 

 

ＥＣＢ 

国内においては、個人消費や設備投資は底堅い推移を続けていますが、昨年度後半から半導

体・自動車などの産業が減速しているほか、電子部品事業の主要市場である業務民生業界では在

庫調整の影響が出ております。海外では、好調を持続していた中国においてＥＭＳ（電子機器受

託生産）の生産調整が始まっています。このような事業環境のなか、主力商品の基板用リレー等

は横這いに留まりましたが、モバイル・ＩＴ向けの電子部品が伸び、また一昨年８月より連結対

象となりましたオムロンプレシジョンテクノロジー株式会社のバックライト事業による売上高

純増に加え、４月度よりオムロンセミコンダクターズ株式会社が操業を開始して８インチＣＭＯ

Ｓラインによる半導体の受託生産を開始したこともあり、全体としては堅調に推移しました。 

この結果、当セグメント合計の当第３四半期の売上高は、1,177億 64百万円（前年同期比16.4％

増）となりました。 

 

ＡＥＣ 

 世界の自動車生産台数は、北米自動車メーカーの経営不振といった要素を抱えながらも、中国、

インド、東欧などにおいて自動車生産の拡大が続き、総じて堅調に推移しました。このような環

境のなか、自動車の安全、環境に対するカーエレクトロニクスへのニーズは引き続き高く、当社

グループ製品の新車への採用が進み、当セグメントの売上高は前年同期を大きく上回りました。

地域別では、北米において無線コントロール機器、パワーウインドウスイッチなどが売上高を伸

ばしました。また、中国においても、顧客メーカーの中国生産シフトが加速するなか、当社グル

ープ製品へのニーズは高く売上高を大きく伸ばしました。 

この結果、当セグメント合計の当第３四半期の売上高は、805 億 43 百万円（前年同期比 19.7％

増）となりました。 



 
        オムロン株式会社（6645）平成 20 年３月期 第３四半期財務・業績の概況 

（添付資料） 

8 ―   ―
  

ＳＳＢ 

駅務関連事業は、新たな空港向け機器の需要増があるものの、鉄道事業者間でのＩＣカード相

互利用にともなう機器の改造や更新などの大型需要があった前年同期に対し売上高は減少しま

した。ＩＤマネジメントソリューション事業は、グレーゾーン金利問題によるクレジット業界全

体の投資抑制の影響を受けました。交通管理・道路管理システム事業は、客先需要の減少により

前年同期に対し売上高は減少しましたが、新たな需要取り込みを目指して、当期より安全運転支

援システム等に関するソリューションの拡大に取り組んでおります。 

この結果、当セグメント合計の当第３四半期の売上高は、524 億 19 百万円（前年同期比 13.6％

減）となりました。 

 

ＨＣＢ 

 国内においては、メタボリックシンドロームの認知や健康増進意識の高まりを背景に、健康機

器が総じて堅調に推移しました。当セグメントの主要商品である血圧計をはじめ、体温計・電動

歯ブラシなどが順調に売上高を伸ばしました。医療機器は、中小病院の手術室減少や病棟向けモ

ニターの価格競争の影響を受け、低調に推移しました。 

 海外においては、西欧で価格競争が激化しているものの、東欧および中東で血圧計事業が牽引

役となり、欧州全体では好調を持続しました。また中国、東南アジアも引き続き順調に推移し、

とりわけ中国では「３高（高血圧・高血糖・高脂血）」をテーマにした販促活動などにより、大

幅に売上高を伸ばしました。一方、米国では個人消費の鈍化や価格競争の影響で、低調に推移し

ました。 

 この結果、当セグメント合計の当第３四半期の売上高は、524 億 88 百万円（前年同期比 8.7％

増）となりました。 

 

その他 

その他のセグメントは、主として事業開発本部が新規事業の探索育成と社内カンパニーに属さ

ない事業の育成・強化を担当する領域です。 

コンピュータ周辺機器事業の売上高は堅調に推移しました。新規成長事業は、国内外のＩＣタ

グ実用化の動きにあわせＲＦＩＤ（レイディオ・フリークエンシー・アイデンティフィケーショ

ン）機器の受注拡大に注力したほか、使用電力量モニタリングや絶縁状態などを監視する遠隔監

視通報システム事業の立ち上げを着実に進めました。 

この結果、当セグメント合計の当第３四半期の売上高は、116 億 28 百万円（前年同期比 4.9％

増）となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期末の総資産は、前期末に比べ 43 億 1 百万円増加して、6,346 億 38 百万円となり

ました。また、自己資本は前期末に比べ 169 億 26 百万円増加して、3,997 億 48 百万円となり、

この結果、自己資本比率は前期末の 60.7％から 63.0％になりました。 

当第３四半期のキャッシュ・フローの状況については、営業活動によるキャッシュ・フローは、

四半期純利益が 292 億 14 百万円となり、加えて売上債権の減少などにより、407 億 27 百万円の

収入（前年同期比 305 億８百万円の収入増）となりました。投資活動によるキャッシュ・フロー
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は、引き続き生産設備への投資を継続したことにより、271 億 47 百万円の支出（前年同期比 

69 億 22 百万円の支出減）となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、主に配当金の

支払いと自己株式の取得により、191 億 42 百万円の支出（前年同期比 410 億 38 百万円の支出増）

となりました。 

この結果、現金及び現金同等物の当第３四半期末残高は、前期末に比べ45億 55百万円減少し、

384 億 40 百万円となりました。 

  

３．連結業績予想に関する定性的情報 

当第４四半期（平成 20 年１月～３月）の経済環境の見通しは、原油価格の高騰、米国経済の

減速および米国サブプライムローン問題の各国金融市場への波及など、景気の先行きについての

不透明感が一段と強まることが予想されます。その影響を受けて個人消費は減速、企業の設備投

資環境も厳しくなるものと想定されます。 

当社グループの関連市場では、半導体・液晶業界を中心に設備投資抑制の影響を受け低調に推

移するものと想定されます。また、国内のＩＴ・デジタル関連製品向け業務民生用機器について

は当第４四半期も予断を許さない状況が続くものと想定されます。一方、車載電装機器について

は引き続きカーエレクトロニクスへのニーズが高く拡大が続くものと想定されます。 

このような環境のなか、当社グループの売上高は、当第３四半期においては前年同期を上回り、

当第４四半期も堅調な推移を見込んでいますが、設備投資向け需要が予想に対して下振れする結

果、通期で前回予想を下回る見込みです。これに伴い、営業利益、継続事業税引前純利益および

当期純利益についても前回予想を下回ると見込んでいます。 

以上より、通期の業績予想につきましては、平成 19 年 10 月 30 日発表の数値からつぎのとお

り修正いたします。 

なお、当第４四半期の為替レートにつきましては、１米ドル 110 円、１ユーロ 155 円を前提と

しています。 

 

<連結通期業績予想の修正(米国会計基準)>                         (単位：百万円) 

 
売  上  高 営業利益 

継 続 事 業 

税引前純利益 
当期純利益 

前回発表予想(A) 785,000 71,000 71,000 46,000

今回修正予想(B) 775,000 65,000 66,500 42,000

増減額(B-A) △10,000 △6,000 △4,500 △4,000

増減率(%) △1.3％ △8.5％ △6.3％ △8.7％

(ご参考) 

前期実績(平成19年3月期)
723,866 62,046 64,279     38,280
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４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

   該当事項はありません。 

    

（２）会計処理の方法における簡便な方法の採用 

   引当金等の計上基準に一部簡便的な方法を採用しています。 

 

（３）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更 

   該当事項はありません。 



オムロン株式会社（6645）平成20年３月期 第３四半期財務・業績の概況

（添付資料）

５．四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結損益計算書

（単位：百万円、％）

期　　別 （参考）前期

平成19年３月期 平成20年３月期 （平成19年３月期）

第３四半期 第３四半期

  科　　目 金      額 百分比 金      額 百分比 増減率 金      額 百分比

％ ％ ％ ％

　 510,781 100.0 　 557,790 100.0 47,009 　 9.2 　 723,866 100.0

　 313,110 61.3 　 345,261 61.9 32,151 　 10.3 　 445,625 61.6

売 上 総 利 益 　 197,671 38.7 　 212,529 38.1 14,858 　 7.5 　 278,241 38.4

　 119,790 23.5 　 131,990 23.7 12,200 　 10.2 　 164,167 22.6

　 36,929 7.2 　 37,346 6.7 417 　 1.1 　 52,028 7.2

営 業 利 益 　 40,952 8.0 　 43,193 7.7 2,241 　 5.5 　 62,046 8.6

　 815 0.2 　 780 0.1 △ 35 △ 4.3 　 1,086 0.2

△ 7,674 △ 1.6 △ 1,648 △ 0.3 6,026 △ 78.5 △ 3,319 △ 0.5

継 続 事 業
税 引 前 純 利 益

　 47,811 9.4 　 44,061 7.9 △ 3,750 △ 7.8 　 64,279 8.9

　 19,514 3.9 　 17,755 3.2 △ 1,759 △ 9.0 　 25,595 3.6

　 101 0.0 　 216 0.0 115 　 113.9 　 238 0.0

　 1,691 0.3 △  70 △ 0.0 △ 1,761 - 　 1,352 0.2

継 続 事 業
四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

　 26,505 5.2 　 26,160 4.7 △ 345 △ 1.3 　 37,094 5.1

　 867 0.2 　 3,054 0.5 2,187 　 252.2 　 1,186 0.2

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 　 27,372 5.4 　 29,214 5.2 1,842 　 6.7 　 38,280 5.3

（注）１．

5,915百万円を含みます。

２．

して、平成19年３月期および平成19年３月期第３四半期の数値を組替えて表示しています。

３． 四半期（当期）純利益にその他の包括利益を加えた包括利益は、以下のとおりです。

平成19年３月期第３四半期24,918百万円 平成20年３月期第３四半期29,558百万円  平成19年３月期40,882百万円

その他の退職後給付制度に関する事業主の会計」の適用による調整額を除きます。

前期および前年同四半期のその他費用(△収益）には、退職給付信託設定益△10,141百万円および当社東京本社土地・建物売却損

増　減
（B）-（A）

売 上 高

売 上 原 価

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

前年同四半期（A）

金額

当四半期（B）

損益、デリバティブ純損益の増減額が含まれます。ただし、平成19年３月期はＦＡＳＢ基準書第158号「確定給付型年金および

なお、その他の包括利益には、為替換算調整額、最小退職年金債務調整額、退職年金債務調整額、売却可能有価証券未実現

持 分 法 投 資 損 益

試 験 研 究 開 発 費

為 替 差 損 － 純 額 －

その他費用（△収益）－純額－

法 人 税 等

少 数 株 主 損 益

 非継続事業四半期（当期）純利益

ＦＡＳＢ基準書第144号「長期性資産の減損又は処分の会計処理」の規定に基づき、当第１四半期に非継続となった事業に関

 －11－
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(2) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円、％）

期　　別

平成19年３月期 平成20年３月期

科　　目 金    額 金    額 金額 金    額

％ ％ ％ ％

（  資 産 の 部  ）

　 338,454 　 54.2 　 335,950 52.9 △ 2,504 △ 0.7 　 342,059 　 54.3

現 金 及 び 現 金 同 等 物 　 51,011 　 　 38,440 　 42,995

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 　 147,515 　 　 157,333 　 173,403

た な 卸 資 産 　 108,533 　 　 110,280 　 94,109

そ の 他 の 流 動 資 産 　 31,395 　 　 29,897 　 31,552

　 157,627 　 25.3 　 159,668 25.2 2,041 　 1.3 　 159,315 　 25.3

　 128,037 　 20.5 　 139,020 21.9 10,983 　 8.6 　 128,963 　 20.4

関 連 会 社 に 対 す る
投 資 及 び 貸 付 金

　 15,846 　 　 17,365 　 16,677

投 資 有 価 証 券 　 45,779 　 　 47,767 　 46,770

そ の 他 の 資 産 　 66,412 　 　 73,888 　 65,516

　

資  産  合  計 624,118 100.0 634,638 100.0 10,520 　 1.7 630,337 100.0

（  負 債 の 部  ）

　 194,020 　 31.1 　 171,126 　 27.0 △ 22,894 △ 11.8 　 188,860 　 30.0

短期債務及び一年以内に
返 済 予 定 の 長 期 債 務

　 46,583 　 20,343 　 20,132

支 払 手 形 及 び
買 掛 金 ・ 未 払 金

　 97,672 　 91,146 　 91,543

そ の 他 の 流 動 負 債 　 49,765 　 59,637 　 77,185

　 471 　 0.1 　 1,819 　 0.3 1,348 　 286.2 　 1,681 　 0.3

　 54,516 　 8.7 　 59,961 　 9.4 5,445 　 10.0 　 55,536 　 8.8

　 1,301 　 0.2 　 1,984 　 0.3 683 　 52.5 　 1,438 　 0.2

負 債 の 部 合 計 　 250,308 　 40.1 　 234,890 　 37.0 △ 15,418 △ 6.2 　 247,515 　 39.3

　 　 　

（  資 本 の 部  ） 　 　 　

　 64,100 　 10.3 　 64,100 　 10.1 － 　 － 　 64,100 　 10.2

　 98,804 　 15.8 　 98,924 　 15.6 120 　 0.1 　 98,828 　 15.7

　 8,281 　 1.3 　 8,703 　 1.4 422 　 5.1 　 8,256 　 1.3

　 251,505 　 40.3 　 282,653 　 44.5 31,148 　 12.4 　 258,057 　 40.9

△ 5,425 △ 0.8 △ 2,669 △ 0.4 2,756 △ 50.8 △ 3,013 △ 0.5

△ 43,455 △ 7.0 △ 51,963 △ 8.2 △ 8,508 　 19.6 △ 43,406 △ 6.9

資 本 の 部 合 計 　 373,810 　 59.9 　 399,748 　 63.0 25,938 　 6.9 　 382,822 　 60.7

負 債 ・ 資 本 合 計 624,118 100.0 634,638 100.0 10,520 　 1.7 630,337 100.0

増減率

そ の 他 の 包 括 利 益
（ △ 損 失 ） 累 計 額

自 己 株 式

少 数 株 主 持 分

そ の 他 の 剰 余 金

構成比

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 準 備 金

そ の 他 の 固 定 負 債

長 期 債 務

流 動 負 債

投 資 そ の 他 の 資 産

有 形 固 定 資 産

流 動 資 産

前年同四半期末（A）

第３四半期末

構成比構成比

（参考）前期末

（平成19年３月期末）

当四半期末（B）
増　減

（B）-（A）
第３四半期末
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（添付資料）

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

期　　別

科　　目 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

1. 　 27,372 　 29,214 1,842 　 38,280

2.

(1) 減 価 償 却 費 　 24,331 　 27,755 　 33,923

(2) 固 定 資 産 の 減 損 　 - 　 - 　 1,441

(3) 投資有価証券及びその他の資産の減損 　 110 　 163 　 682

(4) 退 職 給 付 信 託 設 定 益 △ 10,141 　 - △ 10,141

(5) 受取手形及び売掛金の減少（△増加） 5,989 　 19,142 △ 19,773

(6) た な 卸 資 産 の 増 加 △ 28,584 △ 13,018 △ 13,955

(7) 支払手形及び買掛金・未払金の減少 △ 472 △ 518 △ 5,674

(8) 事 業 売 却 益 　 - △ 5,177 　 -

(9) そ の 他 （ 純 額 ） △ 8,386 △ 17,153 △ 16,834 　 11,513 28,666 　 15,756 　 2,259

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 10,219 　 40,727 30,508 　 40,539

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

1. △ 29,087 △ 29,326 △ 239 △ 44,689

2. △ 18,582 △ 230 18,352 △ 18,638

3. 　 13,600 　 2,409 △ 11,191 　 16,252

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 34,069 △ 27,147 　 6,922 △ 47,075

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

1. 　 40,239 △ 2,290 △ 42,529 　 13,599

2. △ 7,688 △ 8,259 △ 571 △ 7,689

3. △ 11,183 △ 8,984 2,199 △ 11,204

4. 　 3 　 5 2 　 3

5. 　 525 　 386 △ 139 　 594

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 21,896 △ 19,142 △ 41,038 △ 4,697

　 　 　

Ⅳ 換 算 レ ー ト 変 動 の 影 響 　 680 　 1,007 327 　 1,943

△ 1,274 △ 4,555 △ 3,281 △ 9,290

　 52,285 　 42,995 △ 9,290 　 52,285

　 51,011 　 38,440 △ 12,571 　 42,995

前年同四半期（A）

平成19年３月期

第３四半期

事 業 の 売 却 及 び 買 収（純額）

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

営業活動によるキャッシュ・フローと

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 の 調 整

資 本 的 支 出

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額

期 首 現 金 及 び 現 金 同 等 物 残 高

四半期（当期）末現金及び現金同等物残高

そ の 他（純額）

自 己 株 式 の 取 得

有 利 子 負 債 の 増 加 (△ 減 少 )

支 払 配 当 金

自 己 株 式 の 売 却

ス ト ッ ク オ プ シ ョ ン の 行 使

（参考）前期

（平成19年３月期）

当四半期（B）

平成20年３月期

第３四半期

増 減
（B）-（A）
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（添付資料）

(4) セグメント情報

[事業の種類別セグメント情報]

前年同四半期（平成19年３月期第３四半期） （単位：百万円）

ＩＡＢ ＥＣＢ ＡＥＣ ＳＳＢ ＨＣＢ その他 計
消去又は

全社
連結

　売上高および営業損益

(1)外部顧客に対する売上高 222,259 101,213 67,288 60,641 48,293 11,087 510,781 －　 510,781

(2)セグメント間の内部売上高 6,229 16,566 1,638 6,352 142 31,978 62,905 △ 62,905 －　

計 228,488 117,779 68,926 66,993 48,435 43,065 573,686 △ 62,905 510,781

営 業 費 用 193,272 107,913 70,326 64,609 42,486 42,390 520,996 △ 51,167 469,829

営 業 利 益 35,216 9,866 　△ 1,400 2,384 5,949 675 52,690 △ 11,738 40,952

当四半期（平成20年３月期第３四半期） （単位：百万円）

ＩＡＢ ＥＣＢ ＡＥＣ ＳＳＢ ＨＣＢ その他 計
消去又は

全社
連結

　売上高および営業損益

(1)外部顧客に対する売上高 242,948 117,764 80,543 52,419 52,488 11,628 557,790 －　 557,790

(2)セグメント間の内部売上高 6,717 17,358 2,068 6,104 257 28,835 61,339 △ 61,339 －　

計 249,665 135,122 82,611 58,523 52,745 40,463 619,129 △ 61,339 557,790

営 業 費 用 211,988 125,370 81,608 58,280 46,518 40,414 564,178 △ 49,581 514,597

営 業 利 益 37,677 9,752 1,003 243 6,227 49 54,951 △ 11,758 43,193

（参考）前期（平成19年３月期） （単位：百万円）

ＩＡＢ ＥＣＢ ＡＥＣ ＳＳＢ ＨＣＢ その他 計
消去又は

全社
連結

　売上高および営業損益

(1)外部顧客に対する売上高 305,568 138,352 93,321 105,944 65,726 14,955 723,866 －　 723,866

(2)セグメント間の内部売上高 9,208 21,932 2,351 9,688 232 44,544 87,955 △ 87,955 －　

計 314,776 160,284 95,672 115,632 65,958 59,499 811,821 △ 87,955 723,866

営 業 費 用 266,274 147,201 96,901 107,562 57,268 59,068 734,274 △ 72,454 661,820

営 業 利 益 48,502 13,083 　△ 1,229 8,070 8,690 431 77,547 △ 15,501 62,046

[所在地別セグメント情報]

前年同四半期（平成19年３月期第３四半期） （単位：百万円）

国内 北米 欧州 中華圏 東南ｱｼﾞｱ他 計
消去又は

全社
連結

　売上高および営業損益

(1)外部顧客に対する売上高 278,300 70,706 83,646 48,880 29,249 510,781 －  510,781

(2)セグメント間の内部売上高 88,748 869 918 28,392 7,508 126,435 △126,435 －  

計 367,048 71,575 84,564 77,272 36,757 637,216 △126,435 510,781

営 業 費 用 324,248 71,604 77,356 77,038 33,802 584,048 △114,219 469,829

営 業 利 益 42,800 △ 29 7,208 234 2,955 53,168 △ 12,216 40,952

当四半期（平成20年３月期第３四半期） （単位：百万円）

国内 北米 欧州 中華圏 東南ｱｼﾞｱ他 計
消去又は

全社
連結

　売上高および営業損益

(1)外部顧客に対する売上高 277,689 78,551 98,005 68,522 35,023 557,790 －  557,790

(2)セグメント間の内部売上高 97,038 776 963 39,449 7,715 145,941 △145,941 －  

計 374,727 79,327 98,968 107,971 42,738 703,731 △145,941 557,790

営 業 費 用 341,009 77,903 88,867 101,460 39,055 648,294 △133,697 514,597

営 業 利 益 33,718 1,424 10,101 6,511 3,683 55,437 △ 12,244 43,193

（参考）前期（平成19年３月期） （単位：百万円）

国内 北米 欧州 中華圏 東南ｱｼﾞｱ他 計
消去又は

全社
連結

　売上高および営業損益

(1)外部顧客に対する売上高 399,357 97,989 116,352 69,435 40,733 723,866 －  723,866

(2)セグメント間の内部売上高 125,174 1,191 1,255 39,535 9,888 177,043 △177,043 －  

計 524,531 99,180 117,607 108,970 50,621 900,909 △177,043 723,866

営 業 費 用 464,245 98,851 107,291 107,480 46,623 824,490 △162,670 661,820

営 業 利 益 60,286 329 10,316 1,490 3,998 76,419 △ 14,373 62,046

（注）ＦＡＳＢ基準書第144号「長期性資産の減損又は処分の会計処理」の規定に基づき、当第１四半期に非継続となった事業に関して、平成19年３月

　　 期および平成19年３月期第３四半期の数値を組替えて表示しています。
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